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自分が関心を持っていることがどんな職業に結びついているのかを知ることはとても大切です。

興味を６つの領域に分けてみました。６つの領域にどんな職業があるのかを考え、自分の興味と結びつけましょう。
　　　　　　　　　　　　＜６つの職業興味＞



６つの興味領域を六角形で書いてみるとこうなります。隣りあう興味はそれぞれ近い関係にあります。





                           　

問１（レベル１）　次の職業は上の六角形のどこに当てはまると思いますか。六角形の中に書き入れましょう。

大工　　　経理事務員　　　保育士　　　店長　　　美術の先生　　　経済学研究者
問２（レベル２）　次の職業は上の六角形のどこに当てはまると思いますか。六角形の中に書き入れましょう。
・作業療法士（身体に障がいのある人に対して機能の回復の援助をする仕事）
・自動車整備士（自動車の整備・点検・修理を専門的な知識に基づいて行う仕事）
・レジ係（スーパーなどでレジを打つ仕事）
・ホテルマネージャー（ホテル全般のマネージメント）
・工業デザイナー（工業系の製品のデザインを考える仕事。たとえばカーデザイナー）
・システムエンジニア（幅広い分野でコンピューターを活用するためのプログラム開発を行う仕事）
問３（レベル３）　次の職業は上の六角形のどこに当てはまると思いますか。六角形の中に書き入れましょう。
・工場長（工場の責任者）
・福祉住環境コーディネーター（高齢者や障がい者が快適な生活を送るために住環境の整備と改善を提案する仕事）
・航空管制官　（航空機を安全に飛行させるために管制指示や許可・誘導を行う仕事）
・医療事務員　（病院での窓口業務や患者と医療関係者の橋渡しをする仕事）　　　
・スタイリスト　（モデルの服・靴や家具などをコーディネートする仕事）
・ブーランジェ（パンを焼き上げるオーブンの魔術師）
問４　今あなたが関心を持っている職業はどの興味分野に当てはまると思いますか。

○興味を持っている職業


○当てはまると思う職業分野



· 職業の興味はどんな場合にも６つの領域にはっきりと分けられるということではないので、あくまでも参考です。
· あなたがどのような職業分野に興味があるかを知る簡単な問題が、「p-12１－④【基礎編】自分を理解するチカラ　職業の興味を６つの領域から考えよう」にありますので、取り組んでみてください。

２　職業とつなぐチカラ　発展編（自分と職業との関わりを考える）


職業世界を探検してみよう





２－⑩





Ｒ(現実的興味)


機械やモノをつくったりする仕事をしたい人








Ｉ(研究的興味)


ものごとを深く考えたり広く研究したりする仕事をしたい人





Ａ（芸術的興味）


音楽・美術など芸術的な仕事をしたい人





Ｃ（慣習的興味）


決められた規則的な仕事をしたい人





Ｅ（企業的興味）


イベントを企画したり、経営の仕事をしたい人





Ｓ(社会的興味)


人に接したり、奉仕したりする仕事をしたい人





Ⅰ（研究的興味）





R（現実的興味）





C（慣習的興味）





A（芸術的興味）





S（社会的興味）





E（企業的興味）
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